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【区の世帯と人口（9月1日現在）】▷住民登録世帯数（前月比）　124,143世帯（+107世帯）　▷住民登録人口　203,894人（+67人）

１ 

は
じ
め
に

　
長
期
化
す
る
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、

区
民
生
活
へ
の
影
響
は
極
め
て
大
き

く
、
よ
り
一
層
深
刻
さ
が
増
し
て
い

る
も
の
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。
こ

う
し
た
状
況
に
あ
っ
て
も
、
住
み
慣

れ
た
地
域
で
安
全
安
心
に
過
ご
せ
る

よ
う
、
感
染
症
か
ら
く
る
課
題
の
解

決
に
留
ま
ら
ず
、
防
災
や
教
育
、
ま

ち
づ
く
り
な
ど
、
各
分
野
の
施
策
も

着
実
に
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　
私
は
、「
ひ
と
」
と
「
ま
ち
」
が

輝
く
本
区
の
明
る
い
未
来
を
築
き
上

げ
る
た
め
に
、
区
民
の
皆
様
、
区
議

会
の
皆
様
と
と
も
に
、
こ
の
苦
境
を

乗
り
越
え
、
全
力
で
区
政
運
営
に
邁

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

２ 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
ワ
ク
チ
ン
の
接
種

状
況
に
つ
い
て

　
本
区
に
お
い
て
は
、
ワ
ク
チ
ン
接

種
の
推
進
に
全
庁
を
挙
げ
て
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
医
師
会
や
医

療
機
関
な
ど
関
係
機
関
の
多
大
な
る

ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
９
月
９
日
時

点
で
区
民
の
６
割
を
超
え
る
方
が
２

回
目
の
接
種
を
済
ま
せ
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
、
若
い
世
代
の
接
種
率
を
さ

ら
に
伸
ば
す
こ
と
が
課
題
と
な
っ
て

お
り
、
ワ
ク
チ
ン
の
有
効
性
・
安
全

性
に
関
す
る
情
報
を
適
切
に
伝
え
、

10
月
３
日
ま
で
に
希
望
す
る
全
て
の

区
民
が
接
種
を
終
え
ら
れ
る
よ
う
ペ

ー
ス
を
緩
め
る
こ
と
な
く
全
力
で
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
「
自
分
を
守
り
、
家
族
を
守
り
、

大
切
な
人
を
守
り
、
地
域
を
守
る
」

た
め
に
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
後
も
、
感

染
予
防
対
策
を
徹
底
し
て
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
切
に
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。３ 

今
後
を
見
据
え
た
地

域
経
済
活
性
化
に
つ

い
て

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が

も
た
ら
し
た
生
活
様
式
の
変
化
や
外

出
行
動
の
抑
制
は
、
経
済
活
動
の
縮

小
な
ど
、
区
内
事
業
者
に
大
き
な
影

響
を
及
ぼ
す
と
と
も
に
、
社
会
の
変

容
を
も
た
ら
し
、
消
費
者
ニ
ー
ズ
の

変
化
を
呼
び
起
こ
し
ま
し
た
。

　
台
東
区
商
店
街
連
合
会
主
催
の

「
江
戸
た
い
と
う
ス
ー
パ
ー
バ
ザ
ー

ル
」や
、併
せ
て
実
施
し
て
い
る「
キ

ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
ポ
イ
ン
ト
還
元

事
業
」
は
、
区
内
消
費
を
喚
起
し
地

域
経
済
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
と
と

も
に
、
事
業
者
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
促

進
す
る
好
機
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、「
台
東
区
経
営
持
続
化
特

別
資
金
」
融
資
の
実
施
期
間
を
再
延

長
す
る
な
ど
、
コ
ロ
ナ
禍
を
契
機
と

し
た
社
会
の
変
容
に
、
事
業
者
の
皆

様
が
し
っ
か
り
と
適
応
し
て
い
こ
う

と
す
る
、
柔
軟
で
か
つ
積
極
的
な
姿

勢
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、
区
内
観

光
事
業
者
は
厳
し
い
状
況
が
続
い
て

い
ま
す
。
こ
う
し
た
中
、
新
た
な
事

業
展
開
の
創
出
を
目
的
と
し
た
マ
ッ

チ
ン
グ
商
談
会
や
、
マ
イ
ク
ロ
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
観
点
を
踏
ま
え
、
旅
行
会

社
と
連
携
し
た
ツ
ア
ー
の
企
画
な
ど
、

観
光
需
要
の
回
復
を
見
据
え
た
取
り

組
み
を
始
め
て
い
ま
す
。

　
ま
ち
の
活
力
を
取
り
戻
し
、
観
光

の
持
続
的
な
発
展
に
向
け
て
歩
み
を

進
め
る
た
め
に
、
コ
ロ
ナ
禍
で
変
容

し
た
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
把
握
し
、
観

光
事
業
者
・
区
民
・
観
光
客
の
そ
れ

ぞ
れ
の
視
点
を
踏
ま
え
、「
国
際
観

光
都
市 

台
東
区
」
の
復
活
に
向
け

た
今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て
検
討
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

４ 

お
わ
り
に

　
私
は
、
感
染
症
か
ら
区
民
の
生
命

と
健
康
を
守
り
、
誰
一
人
取
り
残
さ

れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
感
染
状
況

や
経
済
へ
の
影
響
を
注
視
し
な
が
ら
、

臨
機
応
変
に
必
要
な
対
策
を
行
い
、

全
力
で
区
政
を
推
し
進
め
て
ま
い
り

ま
す
の
で
、
引
き
続
き
皆
様
の
ご
理

解
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
３
年

第
３
回 

区
議
会
定
例
会

区
長
発
言
〈
要
旨
〉

感染症を広げないためには、
ひとりひとりの感染症対策が重要です

マスク着用の徹底
　新型コロナウイルスは、主に⾶
沫感染により感染します。
　⾶沫感染を抑えるには、マスク
の着⽤が⾮常に効果的です。
　また、鼻が出ないようにするな
ど、正しく着⽤しましょう。
※一般的なマスクの中では、不織
布マスクが最も⾼い効果を持ち
ます（厚生労働省HPより）。

食事中に注意
　⾷事をしている時に、マスクを
外して会話をすると、⾶沫感染の
リスクが⾼まります。
　職場においても、ランチの時に
感染リスクが⾼まります。休憩時
間はつい気分が緩みがちです。会
話をする場合は、マスク着⽤をお
願いします。

⼈との接触を
避ける

　⾶沫感染を避けるには、⼈との
接触を避けることが重要です。
　なるべくいつも一緒にいる⼈と
過ごし、テレワークや、時差出勤
にご協⼒をお願いします。

換気や⼿洗い・
消毒を

　建物の換気や、⼿洗い、消毒
をこまめに⾏ってください。
　ウイルスは、⽬・鼻・⼝などか
ら感染します。消毒する前の⼿で
顔に触れないように気を付けてく
ださい。

等
提
供
者
の
白
血
球
の
型
が
一
致
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
そ
の
確
率
は

数
百
人
か
ら
数
万
人
に
１
人
で
す
。
そ

の
た
め
、
１
人
で
も
多
く
の
方
に
骨
髄

バ
ン
ク
へ
の
ご
登
録
を
お
願
い
し
て
い

ま
す
。
登
録
方
法
等
詳
し
く
は
、
左
記

へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　
（
公
財
）
日
本
骨
髄
バ
ン

ク
ＴＥＬ
（
５
２
８
０
）
１
７
８
９　

●
区
で
は
ド
ナ
ー
と
ド
ナ
ー
が
従
事
す

る
事
務
所
に
対
し
、
助
成
金
を
交
付
し

て
い
ま
す

　
詳
し
く
は
、
区
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
に
な
る

か
、
左
記
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　
台
東
保
健
所
生
活
衛
生
課

　
ＴＥＬ
（
３
８
４
７
）
９
４
０
１

10
月
17
日
㈰
～
23
日
㈯

「
薬
と
健
康
の
週
間
」
に
合
わ

せ
て
無
料
薬
事
相
談
を
行
い

ま
す

▽
期
間　
10
月
17
日
㈰
～
23
日
㈯

▽
場
所　
「
無
料
薬
事
相
談
」
の
ポ
ス

タ
ー
が
掲
示
さ
れ
て
い
る
区
内
薬
局

▽
対
象　
台
東
区
国
民
健
康
保
険
・
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
の
加
入
者

※
保
険
証
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

▽
相
談
内
容　
使
用
中
の
薬
や
家
庭
常

備
薬
、
医
療
用
医
薬
品
等
の
使
用
・

取
り
扱
い
方
法
な
ど　

▽
協
力　
㈳
下
谷
薬
剤
師
会
、
㈳
浅
草

薬
剤
師
会

▽
問
合
せ　
国
民
健
康
保
険
課
（
区
役

所
２
階
⑬
番
）　

　
ＴＥＬ
（
５
２
４
６
）
１
２
５
１

善
意
の
献
血
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す

　
区
内
在
住
で
献
血
回
数
が
50
回
に
達

し
た
方
、
以
後
50
回
ご
と
の
回
数
に
達

し
た
方
に
献
血
功
労
者
と
し
て
、
感
謝

状
と
記
念
品
を
贈
呈
し
て
い
ま
す
。
今

回
、
次
の
方
に
贈
呈
し
ま
し
た
。

　
加
川
崇
様　
（
今
戸
１
丁
目
）　

　
50
回
以
上
献
血
さ
れ
た
方
は
左
記
へ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　
台
東
保
健
所
生
活
衛
生
課

ＴＥＬ
（
３
８
４
７
）
９
４
０
１

健
康

台
東
区
特
定
不
妊
治
療
費
助

成
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

▽
対
象　
次
の
全
て
に
該
当
す
る
方　

　
①
平
成
24
年
４
月
１
日
以
降
に
治
療

を
開
始
し
て
い
る　
②
東
京
都
特
定

不
妊
治
療
費
助
成
事
業
の
承
認
を
受

け
た　
③
申
請
時
に
台
東
区
に
住
民

登
録
が
あ
る　
④
他
の
区
市
町
村
で

当
該
治
療
に
つ
い
て
特
定
不
妊
治
療

費
助
成
を
受
け
て
い
な
い　
⑤
治
療

開
始
時
点
の
妻
の
年
齢
が
43
歳
未
満

で
あ
る　

※
令
和
３
年
１
月
１
日
以
降
に
終
了
し

　
た
治
療
が
対
象
と
な
る
支
援
の
拡
大

　
に
つ
い
て
は
都
に
準
じ
ま
す
。

▽
助
成
額　
治
療
１
回
に
つ
き
都
助
成

　
額
を
差
し
引
い
た
額
に
対
し
最
大
５

　
万
円
（
助
成
回
数
に
つ
い
て
は
左
記

　
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
）

▽
申
込
方
法　
①
台
東
区
特
定
不
妊
治

療
費
助
成
申
請
書
兼
請
求
書　
②
東

京
都
特
定
不
妊
治
療
費
助
成
承
認
決

定
通
知
書
（
原
本
）　
③
東
京
都
特

定
不
妊
治
療
費
助
成
事
業
受
診
等
証

明
書
（
写
し
）　
④
当
該
治
療
の
領

収
書　
⑤
戸
籍
謄
本
等
（
申
請
者
と

配
偶
者
の
住
民
登
録
が
異
な
る
場

合
）
を
左
記
問
合
せ
先
へ
郵
送
か
持

参
※
詳
し
く
は
、
左
記
問
合
せ
先
へ

▽
申
込
締
切
日　
都
の
助
成
承
認
決
定

　
日
か
ら
６
か
月
以
内

▽
問
合
せ　
〒
110

−

０
０
１
５　
台
東

区
東
上
野
４
ー
22
ー
８　
台
東
保
健

所
保
健
サ
ー
ビ
ス
課

　
ＴＥＬ
（
３
８
４
７
）
９
４
４
７

10
月
は
「
骨
髄
バ
ン
ク
推
進

月
間
」
で
す

　
白
血
病
等
の
血
液
難
病
の
根
治
療
法

と
し
て
、
骨
髄
移
植
お
よ
び
末
梢
血
幹

細
胞
移
植
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
移

植
を
成
功
さ
せ
る
に
は
、
患
者
と
骨
髄


